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１．研究実施の概要 

末梢組織の老廃物は循環血液を介して速やかに肝臓や腎臓へ運ばれることで正常機能が維持

されている。一方、脳は血液脳関門(BBB) によって異物の侵入から厳密に守られており、逆に、親

水性の老廃物などを脳外に除去する効率のよいシステムがない限り、脳の高次機能は維持できな

くなると考えられる。そこで申請代表者は、脳内から循環血液方向へ能動的に排出する輸送系が

BBB に備っており、これが中枢機能を防御する解毒機構として機能しているという「BBB 中枢解毒

機構」仮説を提唱してきた。本研究は、この仮説を実証し、これまで未知の BBB の機能を明らかに

することで、従来の BBB の概念である『静的障壁』から、『解毒機構としての脳機能防御・支援シス

テム』へと塗り替えることをねらいとしている。 

血液脳関門の機能解析研究において、優れた in vitro 実験系を開発することは重要である。温

度感受性 SV40 T 抗原遺伝子導入動物から樹立した脳毛細血管内皮細胞、星状膠細胞、周皮細

胞、脈絡叢上皮細胞などの条件的不死化細胞株の輸送機能特性を解析し、in vivo の特性を十分

に保持していることを報告した。さらに、脳毛細血管内皮細胞、星状膠細胞、周皮細胞の共培養条

件を確立した。 

In vivo 系で脳排出過程を解析する方法として開発した Brain Efflux Index (BEI) 法を用いて、神

経伝達物質である GABA が脳から担体輸送系で排出されることを報告した。さらに、この排出輸送

の少なくとも一部は血液脳関門に発現している GAT2/BGT-1 によることを報告した。さらに、抗て

んかん薬であるバルプロ酸が血液脳関門を介して脳から循環血液方向へ排出されていることを報

告した。一方、system Xc- は細胞内シスチンを取り込んで L-グルタミン酸を排出する輸送系であり、

細胞内に SH 基を供給する重要な役割を果たしている。この輸送担体の実体である xCT は正常時

の脳毛細血管内皮細胞にほとんど発現していないが酸化的ストレス下で誘導されることを報告した。 

今後は、新規輸送系を含め、これら脳毛細血管内皮細胞膜の局在性を免疫組織学的手法で解

析を進めると同時に、特に、ABC transporter superfamily の各輸送担体の血液脳関門における発

現と機能を中心に解析を進める予定である。 
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２．研究実施内容 

【目的】 

本研究は、血液脳関門で機能している輸送系の分子機構を明らかにし、脳内の神経伝達物質

やその代謝物、異物を脳内に蓄積しないように血液脳関門が「脳を守る」解毒システムとして重要

な生理的役割を果たしていることを明らかにすることを目的とする。今年度は、主として 1）In vitro

血液脳関門モデル構築のための星状膠細胞、周皮細胞の条件的不死化細胞株の機能評価、2）

神経伝達物質及び薬物の脳関門排出輸送系の解析とその分子機構の解明、3）血液脳関門輸送

担体遺伝子の発現誘導の解析について実施した。 

【方法】 

温度感受性 SV40 large T 抗原遺伝子導入ラットから、星状膠細胞、脳周皮細胞について各々

33 度の培養下で増殖性を示す条件的不死化細胞株を樹立し、その特性を解析した。 

In vivo 血液脳関門排出輸送機能は、Brain Efflux Index 法を用いて解析した。この方法は、血液

脳関門難透過性基質であるイヌリンを内部標準物質として用い、被験基質との二重標識混液をラ

ット大脳 Par2 領域に microinjection するものである。一定時間経過後の脳内残存率を時間に対し

てプロットして、傾きから脳関門排出速度定数を求めた。 

In vitro 血液脳関門輸送機能は、これまでの研究で樹立した条件的不死化マウス脳毛細血管内

皮細胞 (TM-BBB) を用い、標識化合物を用いて基質の輸送速度の測定、輸送の駆動力の解析、

各種阻害剤共存下における輸送速度の影響の解析を行い、血液脳関門輸送特性を明らかにした。 

輸送担体に対する抗体を用いてマウス脳組織を染色し、共焦点レーザー顕微鏡を用いて局在

性を解析した。  

酸化的ストレスのモデルとして、外頚動脈から内頚動脈方向へ diethyl maleate を定速注入した。

System Xc-の機能評価は、14C-cystine を静脈投与し Integration plot 法を用いて解析した。 

【結果・考察・結論】 

血液脳関門の in vitro 輸送実験系を確立するには、脳毛細血管内皮細胞の条件的不死化細胞

株のみでは限界がある。共立薬科大グループは、in vivo 特性を比較的保持したラット脳周皮細胞 

(TR-PCT) の条件的不死化細胞株を樹立した。さらに、東北大グループによって樹立したラット星

状膠細胞 (TR-AST) の条件的不死化細胞株の特性は脳星状膠細胞の特性を比較的保持してい

ることが明らかになった。TR-AST, TR-PCT を用い、既に樹立したラット脳毛細血管内皮細胞株 

(TR-BBB) との共培養実験を行い、非接触系と接触系の各々について共培養の最適条件を確立

した。平成14年度は、共培養系を用いて血液脳関門機能発現調節機構をタンパク・遺伝子レベル

で解析し、in vitro 血液脳関門モデルを確立する予定である。 

抑制性神経伝達物質の GABA は、ラット大脳に投与後、脳から循環血液中へ排出された。

GAT1 の阻害作用を持つ nipecotic acid を同時投与したとき、GABA の脳からの排出速度は

nipecotic acid の濃度依存的に促進された。TM-BBB を用いて、GAT1, GAT2, GAT3, GAT4 の

mRNA 発現解析を行なったところ、GAT2 のみが発現していた。さらに、western blot 法を用いて脳
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毛細血管画分に GAT2 タンパクが発現していることを明らかにした。マウス脳スライスを用いて免疫

染色を行なったところ、脳毛細血管に GAT2 が発現していることが示された。これらの結果から、血

液脳関門には GABA を排出する輸送系が働いており、少なくとも一部は GAT2 がその役割を担っ

ていることが明らかになった。 

System Xc- は興奮性神経伝達物質であるグルタミン酸を細胞内から外へ排出し、同時に

cystineを細胞内へ取り込む働きがある。既に、血液脳関門にグルタミン酸とアスパラギン酸を排出

する輸送系が機能していることを報告したが、その実体は不明である。そこで、system Xc- が血液

脳関門で機能しているか否かを検討したところ、正常な脳関門はcystineを殆ど脳内へ取り込まな

いことが示された。しかし、Diethyl maleate処理後、血液脳関門はcystineを取り込む輸送系が誘導

された。In vitroマウス脳毛細血管内皮細胞培養系を用いてdiethyl maleate処理を行なったところ、

cystine輸送活性が時間依存的に誘導された。定量的PCR法を用いて、xCTのmRNA量を測定した

ところ、輸送活性に対応した時間依存的誘導が示された。以上の結果から、system Xc-（xCT）は、

正常時にはほとんど血液脳関門で働いていないが、酸化的ストレス条件下では誘導され、循環血

液中に高濃度で存在するcystineを脳内へ運ぶことが示唆された。正常時に機能している酸性アミ

ノ酸の血液脳関門排出輸送の実体について別途検討し、その分子機構を予備的に明らかにして

いる。平成14年度は、その詳細な検討を行なう予定である。 
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